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人工知能が人を検知すると電話で知らせます













全ての問題に対しエラー監視と警告を確認 ◎





全座席にて検証

安定した環境での検証 様々な条件での検証

全座席で成功 ４列目以降不安定に













×

×



生





列 番 照度 判定回数 検知回数 精度

2 1 1800 5 5 100%

2 1 710 5 5 100%

2 1 698 12 12 100%

2 1 230 7 7 100%

2 2 1500 4 4 100%

2 2 623 10 10 100%

2 2 600 4 4 100%

2 2 227 7 7 100%

2 3 1000 10 10 100%

2 3 590 6 6 100%

2 3 632 8 8 100%

2 3 305 8 8 100%

2 4 900 8 8 100%

2 4 1037 8 8 100%

2 4 730 4 4 100%

2 4 403 7 7 100%

3 1 1900 9 9 100%

3 1 690 5 5 100%

3 1 581 9 9 100%

3 1 245 9 9 100%

3 2 870 7 7 100%

3 2 400 5 5 100%

3 2 310 9 9 100%

3 2 188 12 12 100%

3 3 580 7 7 100%

3 3 519 6 6 100%

3 3 330 5 5 100%

3 3 213 6 6 100%

3 4 891 7 7 100%

3 4 610 4 4 100%

3 4 600 5 5 100%

3 4 308 7 7 100%

4 1 2200 13 13 100%

4 1 650 48 38 79%

4 1 544 8 6 75%

4 1 297 13 8 62%

4 2 1000 6 6 100%

4 2 343 5 5 100%

4 2 340 9 9 100%

4 2 205 4 4 100%

4 3 460 4 4 100%

4 3 357 7 7 100%

4 3 290 5 5 100%

4 3 182 12 12 100%

4 4 682 4 4 100%

4 4 540 6 6 100%

4 4 500 5 5 100%

4 4 262 4 4 100%

列 番 照度 判定回数 検知回数 精度

2 1 18000 5 5 100%

2 1 6300 5 5 100%

2 1 5720 10 10 100%

2 1 2170 9 9 100%

2 2 7500 3 3 100%

2 2 1722 9 9 100%

2 2 1100 5 5 100%

2 2 738 8 8 100%

2 3 2800 6 6 100%

2 3 1200 4 4 100%

2 3 1023 8 8 100%

2 3 552 9 9 100%

2 4 1200 4 4 100%

2 4 873 8 8 100%

2 4 860 5 5 100%

2 4 517 11 11 100%

3 1 16700 14 14 100%

3 1 2130 14 14 100%

3 1 7300 6 6 100%

3 1 5430 9 9 100%

3 2 6300 5 5 100%

3 2 915 7 7 100%

3 2 2200 4 4 100%

3 2 1872 11 11 100%

3 3 2700 4 4 100%

3 3 1324 8 8 100%

3 3 1700 4 4 100%

3 3 3370 8 8 100%

3 4 5600 7 7 100%

3 4 2990 10 10 100%

3 4 5800 5 5 100%

3 4 9290 9 9 100%

4 1 18000 19 15 79%

4 1 6200 40 6 15%

4 1 4510 16 6 38%

4 1 2000 4 3 75%

4 2 5700 6 6 100%

4 2 2100 6 6 100%

4 2 1912 8 8 100%

4 2 1032 6 6 100%

4 3 2600 8 8 100%

4 3 2160 7 7 100%

4 3 1700 4 4 100%

4 3 1008 12 12 100%

4 4 8650 6 5 83%

4 4 5700 30 5 17%

4 4 4000 7 7 100%

4 4 2776 7 6 86%

窓を閉めた状態での結果 窓を開けた状態での結果



２,３列目での判定精度が軒並み100%を記録した。

列 番 照度 判定回数 検知回数 判定精度

2 1 8048 29 29 100%

2 2 2765 25 25 100%

2 3 1394 27 27 100%

2 4 863 28 28 100%

3 1 7890 43 43 100%

3 2 2822 27 27 100%

3 3 2274 24 24 100%

3 4 5920 31 31 100%

列 番 照度 判定回数 検知回数 判定精度

2 1 860 29 29 100%

2 2 738 25 25 100%

2 3 632 32 32 100%

2 4 768 27 27 100%

3 1 854 32 32 100%

3 2 442 33 33 100%

3 3 411 24 24 100%

3 4 602 23 23 100%

窓を閉めた状態での結果 窓を開けた状態での結果



4列目になると窓を開けた状態で照度が高いと判定精
度が著しく落ちていることがわかる。

列 番 照度 判定回数 検知回数 判定精度

4 1 2200 13 13 100%

4 1 650 48 38 79%

4 1 544 8 6 75%

4 4 682 4 4 100%

4 4 540 6 6 100%

4 4 262 4 4 100%

列 番 照度 判定回数 検知回数 判定精度

4 1 18000 19 15 79%

4 1 6200 40 6 15%

4 1 4510 16 6 38%

4 4 8650 6 5 83%

4 4 5700 30 5 17%

4 4 2776 7 6 86%

窓を閉めた状態での結果 窓を開けた状態での結果



列 番 照度 判定回数 検知回数 判定精度

2 1 18000 5 5 100%

3 1 16700 14 14 100%

4 1 18000 19 15 79%

窓を開けて照度が高い状態であっても2,3列目であれば判
定精度が100％である。このことから明るさに加えて距
離も判定精度に影響を及ぼしており、判定が不安定にな
ると考えられる。











列 判定回数 検知回数 判定精度

2 28 0 0%

3 12 0 0%

4 4 0 0%

列 判定回数 検知回数 判定精度

2 25 0 0%

3 67 35 52%

4 13 10 77%

猿の人形に対する検証結果

ピノキオの人形に対する検証結果

猿の人形に対する誤判定はなかったが、
ピノキオに対しては距離が離れるにつれ
て誤判定が起こった。

今回の検証から距離が離れるほど判定が
不安定になることは確実で、この誤判定
においても距離が影響していると思われ
る。

また逆説的に、距離が離れるにつれ誤判
定が起こるという事から2列目では人形
であることを正しく判定できていると思
われる。











全体総括

本実験実験おいて実現したい事の多くは良い結果を得ることができ
た。特に機器の仕様通りの動作確認については、何らかの問題が発
生した場合のエラー監視、通知を含むその全てを満たすことができ
た。また、車両内において人物検出が正常に動作することの確認が
できた。この2点をもって、製品化に向け開発していくことが可能で
あると考える。但し、人物判定が不安定になる場面について、その
原因が解明できていない状況も多く、判定に関わる条件も複合的要
素が様々に混ざり合う事から検証によってそれを解明することは非
常に困難であると考えている。よってカメラ画像を利用した人工知
能による監視は一定の距離までとすることが望ましいと考える。ま
た、国土交通省より発表されたガイドラインに沿った装置にするた
めには、機器の選定から再度行う必要もある。
以上のことから、今後製品化に向けて進めていくには複数台のカメ
ラによる監視、もしくはカメラに加えセンサー等を利用した監視を
行うことが適切である。
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